
事業所自己評価シー ト 2022台F度

職員による自己評価 保護者による評価

A環境面
。バリアフリー化されていない部分もあるが、必

要に応じて支援している。

・施設の大掛かりな清掃によるスタッフの負担が

大きい。

・家具の角、建物の構造的に危険な箇所等、ご利

用者への配慮が必要。

・職員の配置数は適切だが、職員の急な欠勤時や

事務作業・施設管理業務が負担。

B児童への支援内容

個別支援計画に沿つた支援が行われ、ケースミー

ティングや、日々の朝礼 。終礼・情報伝達を促進

するための情報共有アプリ等で支援内容の共有や

意見交換を行つている。

C関係機関との連携

保育所等訪問支援の実施数も増えたので、・幼稚

園・保育所 。小学校との連携が増えた。

D保護者への説明責任・信頼関係

面談を定期的に行 うことで信頼関係が保たれてい

る。

E非常対応

ヒヤリハット事例を社内の他事業所と共有する

等、安全面や虐待防上に力を入れている。

A環境面

概ね良い評価だつたが、職員の配置数や専門性

についての説明がほしいというご意見があつ

た。

B児童への支援内容

・概ね良い評価をいただけており、療育方針に

ついてご理解いただけていると推祭される。

・適切な支援内容の選択や活動プログラムの回

定化についてやや評価が分かれた。

D事業所からの情報発信
・保護者同士の連携支援や、ホームページ等に

よる定期的な情報発信について事業所からの

アプローチが少ないため、評価が大きく分かれ

た。

・月 1程度の面談は良い評価をいただけてお

り、もつと時間を長くしてほしいという意見も

あった。

E非常対応

事業所の方針にご理解いただけていると推祭

される。

事業所内での合析【共通点】

・個別支援計画書に沿つた支援が行われ、保護者側からも支援内容にご理解 。ご協力が得られている。

・毎回のフィードバックや定期的な面談を通して、お子様の状況や課題についての共通理解ができ、

必要な支援が行われている。

・非常時や緊急時の対応について、職員・保護者側の双方とも概ね良い評価だった。

・面談時間を確保しており信頼関係の構築につながっている。時間については柔軟に対応可能なため都度

要望に合わせて対応していく。

【相違点】

。職員側より : 事業所の清掃業務における改善点や指導空間の安全面についての改善点が拳げられた。

・職員側より:事務作業や施設管理業務に負担を感じている様子がうかがえた。

・保護者側より:保護者同士の連携支援や、事業所からの定期的な情報発信について評価が分かれた。

・職員側より:保護者同士の連携支援を行つていないが、保護者スペースの設置や Webセ ミナー(保護者

勉強会)の開催等、補足できる取り組みを行っている。



分析・ 検討してみて…

事業所の強み

・個別支援計画書に基づき、一人一人に合つた

支援を行つている。

・定期的な面談時にご家庭での様子とご利用者

の状況や課題について共有している。

・面談時の話や支援中のご利用者の様子を必要

に応じて職員間で共有し、対応について話し合

い、より良い支援につなげるようにしている。

・保育所等訪間の件数も増え、レンテでの様子

だけではなく園でのお子さんの様子を総合的に

見ることで、多角的な支援につなげている。

・情報共有アプリを活用することにより、支援

に関する職員間での共有や意見交換が積極的に

行われている。

事業所の改善点

。日常の清掃で補えない部分(水回り。エア

コン・換気扇等)の改善

・指導空間の安全面への配慮

・職員の業務分担や業務内容の見直し

。保護者同士の連携支援について、保護者ス

ペースでの交流や Webセ ミナー(保護者勉強

会)を どのように位置づけて、周知していく

か。

事業所の改善への取り組み

・職員の業務分担や指導以外の業務内容(事務作業や施設管理業務)を見直し、他部署からバックアップ

を受ける。外部に委託できるところは委託する等、職員が支援の方に注力できる環境を作つていきた

い。

・保護者同士が交流できる場としても、覇咽Bセ ミナー(保護者勉強会)があるので、広報を積極的に行

いたい。また、本社にテーマや開催希望日等のニーズを伝え、より充実した会になるよう、サポー ト

していきたい。

～自己評価を行つての事業所としての感想など～

今年度は回収率 80%と例年以上にご回答いただき、お忙しいところ誠にありがとうございました。

今年度も新型コロナの影響を受けながらの運営となりましたが、遠隔支援等のご協力もあり大きな混乱なく

運営を続けられております。皆様のご協力に感謝いたします。

支援内容に評価いただき保護者の皆様からの信頼を感じた一方で、職員の業務体制や保護者の方々への支

援等の課題も見つかりましたので、改善していきたいと思います。これからも保護者の皆様と職員が共通理

解を持って、より良い支援を提供していけるようスタッフー同、努力して参りますので、どうぞよろしくお

願い申し上↓ずます。
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